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存在しない場合は，3角形分割にならないことが場合分けで示せる．



• 符号付3角形の面積を使えばよい．



TSPはこの動的計画法でも多項式時間にはならない．しかし自明な
O(n!)のアルゴリズムよりは（指数関数的に）改善できる．



日本の大学受験でよく出題される数列の問題．定義通り計算すれば
よい．



2回投げて成功する確率は 2p(1-p) で，失敗する確率は p2+(1-p)2 で
ある．あとは Problem 6 結果を使えば期待値が 1/2p(1-p) であること
がわかる．ちなみにこれは p=1/2 のときに最大値を取る．

期待値を小さくするには，実際の計算木を描いてみればよい．



任意の定数 0<ε’<1 に対して log n = O(nε’) であることを示せばよい．

これは log n/nε’ → 0 を示せば十分である．ロピタルの定理より，

log n/nε’ = (log n)’/(nε’)’ = c/n であるから，これは 0 に収束する．

ロピタルの定理（概要）：ある自然な関数については， が成立する．



9/42

11月30日（木曜日）は期末試験（30点満点）

• 試験範囲は7~12まで(動的計画法から乱択アルゴリズムまで）
• 選択肢：難易度と持ち込み可／不可（今日の最後に聞きます）

• Textbooks, copy of slides, and hand written notes (教科書/スライド/ノート)
• Copy of slides, and hand written notes (スライド/ノート)
• Only pens and pencils (持ち込み不可)

• 今日のオフィスアワーは特に補講はしません．質問やコメントは I67-b まで．
• 今日の10:30-講義アンケートを実施


